
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季手当へ向けたたたかいを職場からつくり出そう！№２ 
 

２１春闘の結果について「赤字コロナの中で定昇２が出てよかった」「定昇が

カットされたことに怒りを感じる」「東労組が交渉を行ったおかげで定昇が２に

なった」など、様々な感想が寄せられていますが、「会社は赤字・コロナを理由

に定昇のカットに踏み込んだ」と認識することが今後のたたかいの出発点です。 

今夏季手当でもさらに踏み込んでくることは想定できます。 
  

□夏季手当のたたかいを取り巻く状況 （中央本部調べ） 
 

 ＪＲ東日本 ＪＲ東海 ＪＲ西日本 

２１年度業績予測 赤字５３５０億円 赤字２３４０億円 赤字２４００億円 

２０年度営業費 １兆７６７０億円 ８１３９億円 ８４２１億円 

２０年度人件費 ４４４４億円 １７５１億円 ２１４６億円 

社員数 ５万１５６０人 １万８２８２人 ２万６５００人 
21 年度株主配当金額 ３７７億円  ２５５億円 １９１億円 

 

 ＪＲ東日本、東海、西日本の財務状況を見比べてみると、

ＪＲ東日本の営業費と人件費が同業他社に比べ非常に高く、

赤字が多くなっていることがわかります。 
 

 ２１春闘でＪＲ東海、西日本は夏季手当も回答しました。 

・ＪＲ東海は２．２カ月（持ち出し金額は１４０億円程度） 

・ＪＲ西日本は１．３カ月 

＋特別一時金（持ち出し金額は１１０億円程度） 

 
    これをＪＲ東日本で置き換えてみると、以下のようになります。 

約１４０億円 → ＪＲ東日本の夏季手当に換算すると約０．７５カ月 

約１１０億円 → ＪＲ東日本の夏季手当に換算すると約０．６５カ月 
 

みなさん！この状況でいいのでしょうか!? 
 

 

労働組合しか、夏季手当は要求できない！今の現状を打破

するために、ＪＲ東労組の組織強化・拡大に決起しよう！ 

 
JR 東労組ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 


